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1章　 まえがき

　近年、　大都市の人口集中により都市内の有効な土地面積はほとんど開
発しつくされ、　土地の希少化は地価の極端な高騰を招いている。　このた

め、　新たな都市空間を生み出す手段として既存施設上部の空間を利用す
る土地の立体化や、　河川、　海上、　湖、　沼地等のウオーターフロントを利

用する開発が行われている。

　我々の身近な例としては最近流行の駅前再開発に 持いられるペデリア
ンデッキがあげられる．　駅前と云う超過密、　高地価の代表的な場所でこ

の構造物は新たな土地空間を生みだし、　駅前の環境や機能の改善に大き

な役割を果たしている。

　このような人工的に造られる土地は．　都市再開発の有力な手段として脚光をあびており、一般。こ。ま人工地盤と呼。魚てレ、る．前述のウオータ●

一フロント開発計画の中でも多くの事例や計画がされている．　この人工

地盤と云う比較的新しい言葉は我々には馴染みが少なく、　その言葉は知
っていてもその定義は曖昧でありそれに関する知識もほとんど無い。　ま
た、　ペデストリアンデッキの設計を見ても分かるようにその構造、　設計

手法、　適用基準等は発注者や施工者の判断に任されているのが現状であ

る。　　そこで当研究部会では将来多く施工されるであろうこの人工地盤
に着目し、　その現状を調査することにより鋼構造物適用の将来性を研究

することとした。　人工地盤に関する資料は少なく、　その集めた資料の内

容も土木、　建築、　港湾、　都市計画、　等多方面の分野に渡り特に都市開発

問題が中心となっているため、　当研究部会として興味のある土木技術、
基準関連の物件はさらに少なく、　やや資料不足の感があった。

本報告書は本研究部会での一年の研究成果をまとめたものである・内●
容は、　まず「人工地盤とは』の定義に始まり、　その発想の起因を探リ、

人工地盤がどのような諸条件の中から導入されたのかを研究した。　また、

その様々な事例や、　各方面から提案されている鉄道軌条上や不整地の利
用案等にっいても研究を行った。　そして、　それらの分析により人工地盤

の設計に関連する現行基準類の洗いだしや、　現行基準適用上での問題点
について整理を行った。　また現在、　人工地盤を対象とした唯一の基準で

ある「人工地盤設計指針（案）　・同解説」にっいての内容検討を行った。

そして事例による鋼構造物の適用例を調べ、　鋼構造物の優位点や適用時
の留意点にっいての整理を行った。
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2章　　人工地盤の定義

　人工地盤と言う言葉の同義語としては人工土地、　人工台地、　人工大地

等が挙げられるがいずれにしても新語の部類に入り、　広辞苑はおろか土

木用語辞典等にも見あたらない．　人工地盤とは正に入工的に造られた地
盤そのものを意味し、　広義に解釈すれば埋め立て等による人工島、　地下

構造物、　立体駐車場、　立体交差橋等もその中に含まれる。　しかし一般的

には都市生活に密接に関わりあいを持ち、　土地利用の高度化により生活
環境の改善を目指す公共的ものが特にそう呼ばれている。

このような人工地盤が具備すべき条件としては、　次の項目が挙げられ
る．

　都市生活の基盤一一一都市生活に適応して人工的に構築された第2
　　　　　の土地であり、　新たな生活を生み出す都市生活の基盤とな
　　　　　りうる。

　半永久的な耐久性一一時代とともに変化してゆく二一ズに対応でき
　　　　　る社会的な耐久性がひっようであり、　また物理的にも強靱
　　　　　な構造と耐久性が必要である。

　公共性一一公道上に造られた人工地盤上に民間の建造物が存在する
　　　　　など、　公共と民間の絆がっよく、　また造られたオーブンス

　　　　　ペースや公共施設はコミュニティ活動の場となる。

　土地と同様な権利一一第2の土地は第1の土地の空間上に造られる
　　　　　が当然第1の土地と、　同等な権利を有するのが理想的であ

　　　　　る。　現在は特例を除き空中権は認められていないがその方
＼　　　　向にはある。

以上より人工地盤は『都市生活の基盤として、　土地と同様な利用価値

を備え物理的にも社会的にも半永久的な性格をもっ公共のための人工的
な構造物」と定義ずけられよう．
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　人工地盤発懇の起源は憲く三922年、　フランスの建築家　ル・3ル
ビュシ講がバ撃の部叢計薄の申でのオープンスベースと摩天楼による都
市の提案が最初であろう。　滋本では三95G年代、　吉坂　隆生1によるギ

人口の公営土地』の提案が最初である。　また日本における最初の事例は
坂墨人工土地である。　この様な人工地盤誕生の背景には、　都市の抱える

様々な潤題、　っまり

部毒・生1活の混乱

オーブンスベースの不是
交逼の混乱

嘗然の破壊

スブロール現象

等の閥題解決の一方法として翻南を住よくする擦的により採馬されてい
る。

参考、　「人工地盤とは」鋼材倶楽部スライド
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3章　　人工地盤導入の条件と効果

　人工地盤導入の事例調査によりその導入背景が明確どなる。
整理するといくっかにまとめることができる．

それらを

①都市機能の向上　　　　　敷地が狭いため本来果たされるべき機能が
　　　　　十分発揮されていない場合、　必要な機能と面積を補充する。

　　　　　駅前広場の再開発．　．．大崎駅前

②合理的な土地の利用　　　細長い街路、　デッドスペースなどに人工地

　　　　　盤を導入し、　土地利用の合理化と高度化をはかる。　．．。吹

　　　　　田駅前
③都市構造の一体化　　　　川や鉄道で分断された都市を結び付ける。
　　　　　　　オランダ・ユトレヒ　トのホークカタライン計画、　隅田川
　　　　　、公園橋・桜橋

④経済条件　　　　　　　　土地が取得難であり土地の立体的な利用が
　　　　　最も経済的な方法である。　極端な地価の高騰により人工地盤
　　　　　の建設費の方が地価より安い。　．．．サンハイツ金沢八景
⑤交通条件　　　　　　　　　　　　人、　車、　物、　の流れを立体的に分離し、　そ

　　　　　れらの流れをスムーズとする。　歩行者のために安全な環境を
　　　　　つくりだす。　．．．ミネアポリス市のニコレットモール
⑥自然条件　　　　　　　　 丘陵地等起伏の烈しい地形や水辺、　湿地帯

　　　　　等を改良し、　有効利用をはかる。　そして歩行者の歩き易い平

　　　　　坦な環境とする。　．．．泉北ニュウタウン
⑦環境条件の改良　　　　　都市郊外等でスブロール化現象から自然を
　　　　　守り、　秩序ある都市計画を進める。

⑧防災上の目的　　　　　　水害や高潮、　火災より住宅をまもる。

　　　　　江東白髭東地区
⑨オープンスペースの確保一都市に不足しがちな緑やオープンスペース

　　　　　を生み出す目的

人工地盤導入による効果

①都市の核となりうる一都市機能の集約化がはかれ、　密度の高い能率

　　　　　的で安全な立体都市環境をっくる
②土地の有効利用　　　　公共空間の確保が可能となり、　都市の再開発

　　　　　が可能となる。　そして新しい都市空間が生まれる．

参考、　r人工地盤とは」鋼材倶楽部スライド
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　4章　　人工地盤の事例、計画、提案の紹介

　「人工地盤」には様々な形態がみられる。　ここに紹介する事例はそ
の中より代表的なケースを抽出したものである。

①高速道路上の空間を利用したもの

　　　rCROSSINGAFREE貼Y」　RITムROBISON，
　　　　　CIVIL　ENGINEERING　HARCH　　1987　　P60－P61

②不整地を利用したもの

　　　rPiat七af・maalVo鵬ro（Napoli）
　　　　TheVo皿ero（Naples）roadpiatfor皿』　B．Breda
　　　　　Costruzioni　｝Ietalliche　n．3　1987

③軌道上の空間を利用したもの

　　　r軌道空間都市［トラポリス］の研究」　その1、その2
　　　　日本大学理工学部理工学研究所トラポリス委員会
　　　　　　カラム　　1988　107号　p17－p22

　　　　　　　　　　　　　　108号　p83－p96

④遊水地、傾斜地を利用したもの

　　　「人工大地構法による遊水地の多目的利用　構造編」
　　　　建設省建築研究所　岡本　伸、北川　良和、瀬尾　文彰
　　　　　　建築研究報告　JUNE1984107号　　p103

⑤　河川上を利用したもの

　　r桜橋一一一水辺のテラス」
　　　　隅田区パンフレットよりF

⑥　高速道路インターチェンジ上を利用したもの

　　「AirRighしsDeveioP皿entOveraTurnpikeln七erchange」
　　　　MICHAELJ．A．H．JOLLIFFE

⑦駅前広場を利用したもの

　　「副都心構想の一環をになう一一大崎駅前再開発」
　　　　大崎駅東口第一地区市街地再開発組合事務局長　吉沢　中
　　　　　　　都市再開発　22巻2号　1984　P54－P58

一6一
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　4．　1　高速道路上空問の利用

　　　「フリーウエーを横断して』

　主構高40f　t・鋼重200t　o　n　の　9本の鋼製トラスを　12レーンの　フリ

ーウエー上に、横断架設し、その空閻を利用することにより、Wa　s　h　i　n　g　t　o　n

S　t　a　t　e　C　o　n　v　e　n　t　i　o　n　＆　T　r　a　d　e　C　e　n　t　e　r　を　既設ホテル

のまじかに、建設することができた。

　この建設には、二つの意図があった。

　一つ目は、97百万＄の費用と、1．1百万s　q　f　t　の敷地に、展覧会ホール、

小売ショツプ、パーキング　を建設することにより、近隣地域の活性化を目指したこと

である。

　二つ目は、建物の敷地を他の地上に確保するより、コストの安い空間を利用すること

である。

　公園とプラザの建設プロジエクトは、来年（1988年）に完成予定である。『

　架設工事は、交通確保の為、琢間エ事でなされ、郊外通勤者には、午前5時30分に

交通開放した。又、地域住民の睡眠に対して、騒音対策を行った。

　3分割に地組されたトラスは、日中、フリーウエーの片側に仮置きされた。

　夜間の交通は迂回され、その間に45、0トンのクレーンは、道路上で部材の吊り上げ

作業を行っだ。

　鉄構作業者は、トラス断面のボルト締め、溶接を行った。しかし　圧搾空気のインパ

クトレンチ、鋼製鋸の使用は、許可されなかった。

　各工具には、できる限り2次的消音装置が備えられた。そして、近隣住民には公的苦

情窓口が開設された。

　他の安全予防対策は、特別の囲い籠を設け、その中で溶接工は、トラスの溶接を行っ

た。熱い溶接スラグからフリーウエーを防護するため、又、ドラィバーの目から溶接フ

ラシユの光をさえぎる為に、長方形の囲い籠がトラスの側面に設置された。

　直径8f　tの30本のコンクリート支柱は、地上より100f　tの眼下のフリーウエ

ー内に建設され、トラスを支えている。

　プレキャストコンクリートビームとデッキン｛ネルは、フリーウエー上の約40f　t高

の主構の闇に布設されている。

　ビルデイングの3階部分は、1000台の車を充分駐車できる。
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、展覧会ホー、ルと集会場は最上階にある。

　トラスの複雑な構造と、継手部が2400ヵ所もあることから、構造技術者は構造デ

イテール、及び　横力に対する系　について充分検討を行った。

　全てのデイテールは、設計図に表示されている。

　全ての横荷重は、剛なトラスによって支持されている16の斜材から成る　内ポック

ス系　により受け持＃れている。

　フレーウエー上を長木スパンで架設し、既設占有物が有るための構造設計の強調点は

、余裕（r　e　d　u　n　a　n　c　y）と・延性（d　u　c　t　i・・1i　t　y）であると・M　a　g　n　u

s　s　o　n　氏は述べている。

　横方向部材系は、釣り合っている。そして、もし一つの部材が地震荷重により座屈し

たとき、その力は他に再分配される。

　延性（d　u　c　t　i　l　i　t　y）に対して、横方向の抵抗フレームの全ての梁はモーメン

トをカラム（支柱）に伝える。この事実はビルデイングの延性と余裕の両方を改善する

バックアッズモーメントを生む。一この事は周期的荷重のもとでの、ブレースの予期しな

い座厨を防ぐことになる≧》M　a　g　n　u5s　o　n’氏’が説明している。

　温度収縮と伸縮に対して、フリーウエーの東側に橋梁と同様の支承がある。

　床荷重は　350p　s　f　であり、展示ホールの荷重は　H　S20　である。そして

コンクリート強度は　7500p　s　i　程度である。
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4．　2　不整地の利用
　rVomero（ナボリ）に建設された交差部プラットホーム』

　これまでナポリ市を悩ませてきた交通問題は、同市とヴォメロ地区と環状
道路との直結に起因していた。　この間題を癬決するために提案され、完成
しつつあるのが、二つの異なる高架道路を市のVia　Caldierに集結させ、各
方面から流入する大量の交通を調整できる空間としてプラットフォームが計
画された。

　この設計では地形、経済性、建築上の制約から銅構造とした。　周囲の自
然環堵から、道路網としての機能を果たしつつ、建築的価値を持たせるため
に目立つように計画されている。　周辺地盤と計画高の高低差は円筒状のコ
ンクリート壁にプラットフオームを置く事により対処した。

◎　技術上の特徴

●　　　　この円形プラットフォームの直径は50m、16本の張り出し部と　6mの高さ

　　　の円筒部からなる。　この高さは応力集中を避けるためである。
　　　規模が大きいことと架設の容易さを考え、高力ボルト接合が用いられる。
　　　　鋼材は、変形を小さくすること、金属疲労に配慮してFe360を採用してい
　　　る。　これにより最大鏡みを3c皿以下に押える事ができた。
　　　　また、構造安定性の問題から‘パネル割りや補剛材を考慮してバックリン
　　　グ外観に配慮した。’

◎　架 設

　円対称性及び放射状片持ち梁の大きさ、中心部円筒構造の大きさから考え、
架設時の記慮が行われた。

1）　放射梁の支持構造位置を定め、正確な芯出しが行われ、中央支持
　　横が設置された。　構造物重量が大きいため（W＝40トン）後日の
　　作業調整を行わなくても良いように配慮された。

2）　タ本の放射梁の下側の部分は互いに90度に交わる十字支持構と
　　した。　（Fig．6）　この支持構は架設時に振動が生じないように他の
　　部材で固定された。

3）　十字構の上側の部分の架設が終わり、残りの部分の架設が行われ
　　た。　架設に当たって、円対称となる反対側の部材に注意し、非対
　　称捻部材配置を避けた．　これは傾きや変形が架設を困難にする原

　　因となるためである。

4）　プラットフオームと高架橋は車の通過によって隣合う部分にタワ
　　ミ差が生’じるため緩衝装置を取り付けて一体化した。
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4．　3　軌条空問の利用

　「軌道空問都市・トラポリス」

　　大都市における新しい再開発手法として、　電車の走行する軌条敷の上部

空間を利用するトラポリスを提案している．　トラポリスの形態、　機能（都心

域および郊外型）を検討している。

　　また、　その有効性として交通期間の短縮、　施設利用の向上．　良質な環境

創造の可能性がある。　さらにケーススタデーとして目白、　高田馬場間トラポ

リスを提案、　検討した。

乎

面

形

鱈

蹟

薗

晋葦

餌

駅

を

含

む

場

駅
を

言
■

な

い
場
合

①8駅の堀含

遍……≡ヨー｛轍

⑦2駅1以上｝の場合

駅応戯τトラポリ純鞭†醐含が
一鰍的である。

駅をか穿えない略創網残な堀倉で轟ろう．．

鞭遭霊上のみに止塞
らず泡纏塊区の一幽
及ワ他の絡腺を抱き
込c場含

、蚤

一fし＿r・

他の施腰との鑓合に
ょるインパクトによ
つてトラポリスは1竃
現に向かう司『罷t2ロ
大遷い●

補助交通手段を潟λ
了る堀含

笹しJ

トラポリスの環複に
よつてはトラポリス
内にεらに腰歩u外
の瑚手段か出る可．
畦性はある．

「こ二＝＝「
　1一怖蟹　　一分躍型
第1次揖遮俸との察窟次揖適鯵
一俸　　　　 とは分躍

1． 1
必翼に略Uτ餓巳，6。
●鳳．賎軍唱

　肖ホ廼堰場。中ホ遡
　工‡ルギーセンター
　公涙篇曽一…3‘・

A．窺翻　　6．切土

吻漁筋繍島
C．平坦　　0嵩製又は蟹土

　勇編諺易＿

トラポリスの形熊
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　活線軌道上空間の有効利用に撮案された棲造物として、駅舎空間の鉱
大と都市機能の有機的結合状態から、その建設の理念が読取れる。
大都市にあって軌道上空聞の持つ計り知れなレ・経鋤果を考えるとと

ロンブ．スの卵的な発想ではあるが、実現まで1こ様々な問題を解決しなけ
れば成らない：事：は想、像に妻i…くない．

　駅を含むか・含まないかの軌道上空閻を考えても、地域環境との融合
や都市として機能する為の諸条件が複、雑に絡み合って来る。F

繊的な灘の集中を計ると共に、既製市街地の改造、再編を行なう
ための試みとして・既存の再開発手法に代わる発想として期待される所
以でもあろう。

　沿線の既設市街地との有襟的関係を喬築し、高度な利用形態を提案し、

都市建設の新たな可雛を探る事は・とりもなおさず都磯能の回復に　●
繋がる事になる。

　東京に於ける環状山の手線の軌道空聞に着目すると、都1ら、部に広大な

面積を持つその利用価値は、経済的、政策的にも彫大である．

環難備を計り・・．都市灘の活性化のための試みあ案として大己、、，翻

待されるところで一ある。

　鮭遡　　　　　　　　　　疎り漸π

月抱粟1地岐＼羅、　贋一

く図1－2〉耽・域におけるトラポリス

　郎外嗣の環状　　糖的　　肺粛叉
　　　　　　　団地性屠，
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　の

磯！！駐舅．・．＿◎　・

　　　　　　ロレヨゆ　　　ノ　　　　　　　　　ロぬお

・離凝瓢ラー　　麟濃爾

〈表1－1〉トラポリスの槻記と便藁（インナーシテ4）

トラ曜リスに
打効な1思爬

現状の關点　トラポ’，スができ
　　　　　　　ることによる艇蓑

耐　　　　鍵

麺　　　　務

・用絶不足’

・分龍化

・生岨力の低下

・1マ壇悪化

・輿灼化

・利慈眺の向上

・生覗力の向上
・環填累｛ヒ

住・　　居

・窒詞化 ・人ロ呼ぴ戻し

・老朽，密瓜等に
よる環壇劣悪化

・眉辺地域を含め
た町胃発等の翼
施の促遮化

　・福市5竃1望

（文化・行政
公団マ，

・地元下鴫川不艇

・施12の少なさ

・分億化

・判蔭睦の向上

・恩恵の向上
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4．　4　遊水地、傾斜地の利用
　「人工大地構法』

　　人工大地工法は建設省建築研究所が中心となって進めている都市及びそ

の周辺部の住環境の改善を目的として進められている研究である．　特に市街

地再開発や斜面・沼沢地等未利用地の開発を対象としており、その開発の目

的とするところは

　　11比較的小規模な建設に適するとともに、都市状況や事業状況に既応
しっっ次第に大規模に展開可能なシステム

　　2．　各種住宅、　各種生活関連施設、　軽工業施設などの設置と交換が可能

な耐力とフレキシビリティ

　　3．　基盤構造の多層化が可能で、　一層は2－3階建の住宅を挿入可能な
程度の高さを持っ

　　4．　高層部において、　快適性、　利便性の高い共有ならびに公共の屋外空

間を確保できる

　　5。高層部に街路的空間を導入するこ・とによって低層住宅地のメ’リット

を回復するとともに周辺環境との空間的な連続化を図れる
　　6．　構造要素が住環境に不適切なほど威圧’的でた一い

　　7．　高層部において・充分な緑化の可能性を有する

　　8・　150年程度の耐用年数を許容し、　心理的にも大地的な安定感を有
する

　　9．　各稗の災害に対し高度の安至性が保証される

　本研究はまず人工地盤型集合住宅の考え方を明かにし、　人工大地構法にと

もなう問題点を整理し、　r人工大地型集合住宅開発指針」を作製、　その試案

を作製している．　そしてその適用性、建築計画、構造、構法と性能、法制、

経済性、　等を研究課題として設定し、　明かにしている．　そして1つのモデル

として遊水地への適用例を掲げ詳細検討を行っている．

遊水地への適用

　特に遊水地の多目的利用に関しては静岡市の麻機地区を尾デル地区として

選定し・　ケース・スタデイーを実施している．　麻機地区は静岡市の中心部か

ら4㎞の位置にある交通の要所であり、　現在は自然の遊水地となっておリ洪
水の危険性が大きーい．　しかし周辺における市街化が著しく、　潜在的な開発二

一ズは大きい。　以上の事から、　当地区では都市的土地利用と遊水池機能の両

立が必要と判断され、　人工大地構法の導入が計られた．　当構法のタイブとし

ては下図のように3種のオルタナティブが考えられるが、　基礎工事費、　地表

面の有効利用・　居住性、　安全性等からタイブCを選定した．　基礎構造は3層

一13一
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基盤構造の耐震安全性評価手法に関する検討

　構造設計は耐震安全性の確保が主であり、　次の考え方を基本としている．

人工地盤基盤構造の目標耐用年数を150年、　その上に設置される住居構造

の目標耐用年数を50年として、　それぞれの構造物に対して地震時に確保す

べき構造性能の目標と．して次の3種類の限界状態を設定している．

’7

限界状態
確保すべき構造性能の目標

考慮すべき地震動の再現期間・設計用最大加速度（gal）

番号 名　称 発生頻風 基盤棲増 住居構造 基盤構造 住居構造

1
機　　能

隈昇状怨

構造物各部の応力を比例隈度以内
に，また層間変位を建藁物として
通常の樵能を損なわない範囲にと
どめる。

爵用年阻中数10
回発生する小地
農動 75年 25年 200－250 100－150

皿 再使用
隈昇状態

撰造物の佐害を捕修して再使用可
能な絞害にとどめる．

甜用年限中1～
2度発生する中
地農動

150年 50年 300－350 150－200

皿 崩　　壇
隈昇状態

再使用は考えないが構造全体が崩
垣しないための変形陽界にとどめ
る。

講用年限中きわ
めて稀に起きる
大地震動

200年 75年 400以上 200～250

一15一



　そしてそれぞれの限界状態に対して考慮すべき地震動の再現期問に対応し

た地動加速度の値を想定建設地の地盤性状ならびに地震活動度をもとに、　確

率・統計的な手法により推定する．また、　それぞれの限界状態に対して、構

造物に許容される変形限界を、　柱、　はり、　接合部に対する実験等をもとにし

て定めた。　さらにこのように定めた地動加速度の値を用い．　試設計建物の動

的応答解析を行い、　最大応答層間変形が別に設定した許容変形限界以内にあ
ることを確かめることにより、　耐震安全性の評価を行な6ている．　。

　　　耐火性

　柱として用いている水冷式鋼管構造は新しい耐火構造の1っであり、　鋼管

内に水を充填して外側の耐火皮膜を省略すると云う工法である．　本工法には’

循環式、　補充式、　帯水式などがある．　建設省では実物大の角柱にて循環方式

の実験を行っている．　加熱炉を用いて1000。Cの加熱を100分おこな
ったところ鋼管表面の温度は210●一3106Cであった．　また、　鋼管の
中ヘコンクリートを充填しその中へ水冷用のポイプを通した構造の場合、　コ

ンクリートの内部温度は最高100●Cであった．

以上土木構造物と建築構造物の中間的な性格を有する人工大地の1次構造と

してPC構造＋鋼管構造を適用した場合の耐震安全性をさまざまな角度から
検討し、　主要耐震要素として十分な安全性を付与し得ることが明かとなった。

多・

一16一



4．　5　河川上の利用

　「桜橋一一一水辺のテラス」

　　東京の顔とも言える隅田川は、　東京に残された最大の空間である。　この

川に架けられた23番目の桜橋は、　隅田と台東両区の隅田公園を一体化する
公園橋であり、　園路の役をはたし、　市民に安らぎと憩いを与えている．　その

形状は、　X形であり”未知”と”ロマン”を表している。

　　桜橋は三径間連続の鋼箱桁橋であり、　可能な限り桁高を絞り込みスレン

ダーさを強調している。　センター支間長は72mであり、　桁高は2．　5m－

1．　5mとなっている．　また、　現場継手は全溶接としている。　架設は大ブロ

ック（最大重量　250ton）によるフロートクレーンを用いた一括架設
工法により工期の短縮が計られた。
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　　4．　6　高速道路インターチエンジ上の利用

「有料高速道路インターチェンジ上の空中権の開発」

　　アメリカの主な都市の下町地域では、　新しい開発計画を可能にする用地

が次第に減少しており、　それに「ともない地価も高騰している。　このような背

景から、　空中権を設定し、　建設する方法が注目されている。　ボストンのBa

ck　Bay地区のマサチューセッツ有料道路インターチェンジ部上に建設
した住居、　商業用建築物を含む、　総工費5億ドルにおよぶ複合構造物の計画

　施工にっいて紹介さ’れている．　Coレley　Place計画と称する本
事業は一般道路、　有料高速道路インター・　鉄道が複雑に交差する場所で試ま

れたものであり、　斬新的な技術方法を取入れ施工されており、　将来における

この種の開発方法の試金石と成るものである・

　．冊6摩．

1蕊無・
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4．　7　駅前広場を利用したもの
　『副都心構想の一環をになう一一大崎駅前再開発」

　　東京都市計画大崎駅前東口第1地区第1種市街地再開発事業は、　昭和5

9年1月に着工し昭和62年1月に竣工をみた施工区域面積約3．　Ohaの
駅前再開発計画であ．り、　東京の山の手線駅前地域の開発としては最大のもの

である．本事業の概要としては、下図に示すように一層の人工地盤を中心と

して四棟の高層ホテル、　店舗、　事務所（13－21階）、　医者、　銀行、　郵便

局、　、美術館、　当が建造され大崎駅とは幅員10，mの歩行者専用歩道橋で連絡

されている．　駅前広場としての人工地盤の面積は約50QO㎡であるが有機
的に地域住民の利便性の向上に役立ち駅前としての諸機能を持ち得ている．

　　大崎駅との連路橋は橋長約40mの鋼製であり、全幅員をドーム型に覆
った全天候型の歩道橋となっ、ている．　さ，らに歩道橋の両わきには植栽が行な

われている．人工地盤は高さ約9mでありその下に2っのフロアーを持ち、
1Fには駐輪場、　郵便局、　マーケット、　2Fには飲食店、　医院、　美術店等の

店舗が軒を並べている．　3Fが人工地盤でありスペースフレームや水の器と

呼ばれる噴水を中心としたコミニテイ広場となっており、　大規模な植栽によ

リ緑豊かな公園となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　0ん54κ／〈〃F好／σ7γ　　　　　　　　　　　。，憾　　　　　　　、メ

　　　ー．匙鍵…　、謡鞘・典臨
　　　　　蘇重迦　　　　一　　・一　1墾芽　冨号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　JR山手線大崎駅東口　　　　．舐．〆コ趨週つ・棚・，劉“

　　　　　　　　　　　　　　　　　膿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天コ蝦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山手臨　　　　至昌川

η
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5章　人工地盤設計上の留意点

5．　1　　入工地盤の設計に関連する基準

　現在、人工地盤構造物の設計に使用されている基準関係を以下に示す．一

般には建築関係の基準が用いられているようであるが、土木構造物あるいは

鉄道構造物として基準が適用される物もある．また、混用している場合も見
受けられる．　これらの使い分けは道路荷重や鉄道荷重が載荷される構造物は

別として、　一般的な歩行者荷重に対しては明確なものが有るわけではなく主

にその工事の発注者によって必然的に決っているようである．

1）建築関係

建築基準法（昭和25年法律第201）
建築基準法施行令（昭和25年政令338）
建築基礎構造設計規準・同解説（日本建築学会）

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

鋼構造設計規準（日本建築学会）

建築物荷重指針・同解説（日本建築学会）
高層建築耐震計算指針（日本建築センター）

構造計算指針・同解説（日本建築センター）

地震力に対する建築物の基礎の設計指針（日本建築センター）

プレストレストコンクリート造設計施工指針（日本建築センター）

2）土木構造物

道路橋示方書（1共通編・H鋼橋編）　（日本道路協会）

道路橋示方書（V耐震設計編）　（日本道路協会）

立体横断施設技術規準・同解説（日本道路協会）

鋼構造物設計指針　PART　B　特定構造物（土木学会）
鋼構造物設計指針　PART　A　一般構造物（土木学会）

3）鉄道構造物

鉄道建築工事標準仕様書（日本国有鉄道）

国鉄建造物設計標準解説
　（鋼鉄道橋・鋼とコンクリートとの合成鉄道橋）　（土木学会）

国鉄建造物設計標準解説
　（鉄筋コンクリート構造物および無筋コンクリート構造物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土木学会）

乗換こ線橋設計指針（日本国有鉄道）
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5。　2　人工地盤設計上の間題点

　一般に人工地盤構造物の設計は、　前節に示すような構造物ごとの既制

定基準を混在させて適用している。　しかしこれらの基準類はそれぞれの
対象とする構造物を想定し、　それに合った特定の荷重を受ける場合を前

提としているため人工地盤構造物切ように目的を異とする構造物が複合
している物への適用には無理があり、　技術的、　経済的に問題がある。

①基礎地盤剛性、人工地盤構造部分の剛性、さらに上部建物等の構造
　　　　物の剛性と各々の剛性の相関作用により耐震強度が決まるため、

　　　　それぞれ各層の構造形式の選定が難しく注意を要する。

②一体化された構造物は鉄道荷重、道路荷重、歩道荷重、建築荷重、
　　　　公園、　植栽等荷重を混在して受ける。　また公共的な物、　「民間的

　　　　な物、　等役割の異なるものが混在するため各々の耐用年数が異

　　　　なり、　安全率などに相違により基準の適用が難しい。

③　構造物が広域的な広がりを持ち、　かっ多層的な広がりをも持つ・　ま

　　　　た荷重種類も多様であり、　多種でもあるため2次元的な解法で
　　　　は難しく3次元的な解法が要求される。　各目的に合ったモデル
　　　　化が難しく求められた応力分，布も複雑となる。

④人工地盤自体の方向性、その上の線路、道路、建物等の方向性それ
　　　　ぞれ異なるため、　設計時の地震力や風等の方向選定が難しい。

⑤　構造が複雑な不静定構造物となり、　構造物全体の温度変化及び乾燥
　　　　収縮　により大きな応力が発生する事があるため、　その影響を考，
　　　　慮する必要がある．これらは施工時期のずれや後での改造等の　●

　　　　予測が難しい．

⑥　基礎構造と上部構造を含めた構造物全体を対象として応答解析を含
　　　　む耐震設計を行う必要があるが、　前述のように各層で性質が異

　　　　なるため入力地震波の選定や構造物の減衰常数の予想が難しい。

⑦騒音、振動対策及びそれに必要な都市設備を、人工地盤に組み込む
　　　　方法を考える必要がある。．しかし例えば線路走行時の振動や騒

　　　　音が一体化された上部建築上層まで伝播することもあるが、　そ

　　　　の予測は難しく完成して見ないと分からない面もある。
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⑧人工地盤は巨大な構造物であり、その建設によって既設の旧施設へ
　　　　の影響は社会的にも物理的にも大きい。　従ってなるべく支障を
　　　　及ぼさないよう配慮が必要である。　しかし建設箇所は都市内の

　　　　密集地であり、　既存施設は古い物が多いためその設計緒元が不

　　　　明であることが多い。

⑨　人工地盤と既設構造物とを新旧一体化した場合、　あるいは人工地盤

　　　　を将来に拡張や改造した時の考え方が難しい。　構造系が変化す
　　　　ることによってカの流れが大きく変わることがあり・　既存の構

　　　　造物の一部が危険となることもある。

以上より考えて土木建築一体化された基準の制定が必要である。
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5．3　構造的な留意点

　人工地盤構造物は一般の土木、建築構造物と異なり機能を異とする各々g

構造体が複雑に結合された構造物である．そのためその計画や設計の善し悪

しによって経済性や構造物の耐久性が大きく左右される．特にその構造形式

は各々の機能を果たすと同時に、人工地盤を構成する全体系としての機能も
要求される．特に各構造体の連結部の構造は重要である。計画あるいは設計

時に留意する事項として下記が挙げられる。

1）　荷重の伝達経路を明確にし、解析ができるだけ容易な構造とする。

2）　荷重特性の大きく異なる構造体間にあっては一体化せず、分離する
　　ことにより干渉を避けることが可能であり、基準の適用も容易である。

3）　地震力に抵抗する耐震要素（ラーメン構造、免震構造、耐震壁、　ブ

　　レース材等）を有効に用いることにより、必要な強度と変形に追随で

　　きる性能を持たせる．

4）　構造物のなかで急激な剛性の変化する部分を作らず、過大な変形や
　　応力の集中を避ける。地震に対しては特に、強度抵抗型と粘り抵抗型

　　とを混在させない事が重要である。

5）　一体化された構造物の中に鋼構造物とコンクリート構造物を各々単
　　独で併用することは、極力避ける．複合構造物として一体化した流れ

　　の中で構造系を考えるようにしたい。

6）　人工であることを表現する有無を明確にし、

　　が可能であるように構造を計画する。

用途に適した維持補修

7）　局部的な補修が容易に可能であること．
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5．　4　人工地盤基準の概要

　国鉄（基準作成時点は国鉄時代であるため、以下　国鉄と記す）では土地

の有効利用の観点から、都市部の線路上空利用の検討が行われ、人工地盤及

び建物に関しての方向付けとして下記の「人工地盤設計指針（案）・同解説

（1．総論　2．計画編　3．構造編　から成る）jを作成した。

人工地盤地盤設計指針（案）

　　　　昭和59年3月

同解説

施設局　・　建築課

構造物設計事務所

　本節では、

紹介する．

上記指針の概要を述べることとし、　最後に本指針の目次項目を

1）　本指針の目的及び研究組織

　都市の過密化に対する都市再開発計画の一っとして、鉄道発達の著しい我

が国では駅周辺の開発がさかんに行われている．最近、大都市における鉄道

用地の上空が開発の可能性のある空問として着目されている。

　このような事から国鉄において線路上空利用の人工地盤について昭和55

年より研究委員会を設け検討が進められている．研究項目としは

☆

☆

☆

構造設計に関する基本調査

人工地盤の設計手法の確立
法的規制、都市計画関連、防災及び財産関係等の法的諸

　間題及び経済性の検討

が挙げられ、　東京大学の松本嘉司教授を委員長し国鉄の各部署の委員で構成

された研究組織が作られた．

2）　　「総説」にっいて

総説は本指針のまえがきに相当し次のような内容である・

　指針（案）作成の主旨にっいて
◆背景　　都市問題の深刻化（交通間題、　オープンスペース不足、　住環境

　　　　　　都市環境の悪化）が全て土地間題を根底としておりもはや従

　　　　　来の都市開発手法では解決が難しい。

◆人工地盤の概念
　　　　　人工地盤とは、　その上の建物や諸施設を支え、都市生活の基盤
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として土地と類似の利用価値を備えた構築物である。

◆線路上空における人工地盤
　　　　　線路用地上空の開発は、土地の立体的有効利用を可能にし・線

　　　　　路敷による都市空間の分割を解消し、　また、公共空間や緑地を

　　　　　取り入れることにより都市環境を向上させることが出来る。人

　　　　　工地盤の開発手法は地域社会の二一ズに応え、関連事業推進に

　　　　　も役立っ有力な手法である。

指針（案）作成の目的

前述のような概説より本指針作成の目的は
☆

☆

☆

☆

人工地盤構造物に関する構造工学的問題の解決

騒音振動対策や必要都市設備と人口地盤との融合
都市計画、建設、　防災の分野での人口地盤の位置付け

土地と建物の所有形態の問題と採算性

に関する解決案または方向づけとしている。

3）　「計画編」にっいて

　計画の基本方針は、　r国鉄の輸送業務との整合性をはじめ・都市計画的事

項、設計計画、防災計画、経済計画等の項目にっいて検討すること」として
いる。

　都市計画的事項
　　人工地盤に配置する建築物、公共空間、緑地、　駐車場、都市設備等の施

設計画は、単に人工地盤内だけでなく周辺の環境にも影響を及ぼすので、そ
の配置、形態、景観には＋分注意して計画する．

　設計計画

　　上部の各施設は、その機能が十分発揮できるように計画するとともに、

都市環境、景観を考慮し、魅力ある空間とするための設計上の工夫が必要で
ある。

　防災計画

　　人工地盤は周辺地域との密接な関連を生じ、都市防災上、一次的な防災

拠点及び避難路の形成に役立つ場合が考えられる．　防災施設の充実、防災避

難計画の検討を十分に行うことが必要である。

　防災計画の基本としては
避難計画、　防災上有効な空間諸要素の組み込み、

テムの充実　徹底、　防災計画書作成

総合防災管理シス

等が挙げられる。
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　経済計画

　　経済性から見た留意事項としては次の点が挙げられる．

◆立地条件の中で事業採算性に関係が深いものとして次の調査項目が挙げら
れる。

厩錨撒灘稀薦愚麗市施設0人璽ヨ
◆利用者条件としては
　　利用者が何を欲しているかの意識調査、

　　しての集客性の検討

利便性の検討、　魅力ある空間と

4）　　「構造編」にっいて

適用範囲

　線路または停車場工作物の直上または周辺上空を利用する場合に基盤とな

る構造物と、その地盤上に一体として計画される建築物、広場ならびに都市

施設などの構造部の構造設計を行う場合に適用する．

　次の場合には、別に定められたん基準等により検討を行う．

　◆人工地盤等が直接列車荷重を支持する場合
　◆人工地盤上に道路その他特別の構造基準により規制されている構造物を

　　設ける場合
　◆上部構造物の原地盤面よりの高さが60mを越える場合

本指針に定められていない事項にっいては以下の基準による．

設計基準類

部

外

1）建築関係

建築基準法（昭和25年法律第201）
建築基準法施行令（昭和25年政令338）
建築基礎構造設計規準・同解説

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説

鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準

鋼構造設計規準

建築物荷重指針・同解説

高層建築耐震計算指針

構造計算指針・同解説

地震力に対する建築物の基礎の設計指剣
フ0レストレストコンケリート造設計施工指針

　　　（日本建築学会）

　　　（日本建築学会）

同解説（日本建築学会）

　　　（日本建築学会）

　　　（日本建築学会）

　　（日本建築センター）

　　（日本建築センター）

　　（日本建築センター〉

　　（日本建築センター）
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部

外

部

内

建設省告示

建設省住宅局建築指導課長通達

2）土木関係

道路橋示方書（1共通編　H鋼橋編）　　　（日本道路協会）
立体横断施設技術規準・同解説（日本道路協会）

3）鉄道構造物

鉄道建築工事標準仕様『書

土木工事標準示方書

建造物設計標準解説

　　　（鋼鉄道橋・鋼とコンクリートとの合成鉄道橋）

建造物設計標準解説

　　　（鉄筋コンクリート構造物および無筋コンクリート構造物）

建造物設計標準解説
　　　（基礎、杭土圧）

耐震設計指針（案）解説

乗換こ線橋設計指針

関連基準類

この指針に関連する日本国有鉄道関係規定の主なものは次のとうり

①日本国有鉄道建設規定　　（昭和4年7月　鉄令第2号）
②建造物基本構造基準規定　 （昭和40年9月　施建達第4号）
③建造物設計基準規定　　　（昭和45年2月　施建幹達第2号）
④新幹線建造物基本建造基準規定（昭和41年9月　施建達第8号）
⑤建築物設計基準規定　　　　　　（昭和48年3月　施建達第7号）
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基本方針　設計の手順は以下による

　手順1　一次設計（許容応力度設計＝設計荷重に対して、部材の弾－性剛性

に立脚した解析を行い、主架構の部材に生ずる応力度を、ほぼ弾性限度内に
定められている材料の許容応力度以下にとどめる設計法）により、構造耐力

上主要な部材応力が弾性限度内で定められた許容応力度以下におさまり、水
平変形量も許容値以内におさまることを目標に設計を行う．

　手順2　二次設計（終局耐力設計＝設計荷重に対して主架構部材の塑性域

での最終的耐力を考慮した耐震設計法）により、構造物が大地震時に不安定
状態または崩壊に至らないことを確認する．　このため、人工地盤等の保有水

平力が必要保有水平耐力を超えていることを確かめる．

　　設計計算としては一次設計の場合、主な準拠基準としては日本建築学会
のr鉄筋コンクリート構造計算基準」、　r鋼構造設計基準」、　r鉄骨鉄筋コ

ンクリート構造計算基準』、　「建築基礎構造設計基準j、　等による．　また、

二次設計の場合は日本建築センターの「構造計算指針」による．

設計のフローを次ページに示す．

　構造計画

　構造計画の留意点
◆　人工地盤部分

①工地盤が受ける荷重を確実に地盤に伝達させる構造としては、く体及び基

　礎の構造が力学的に明快であり、信頼できる構造でなければならない．
②上部構造物の真下の部分とそれ以外の部分では、柱に軸力などが不均等と

　なり、　また地震時の揺れ方も異なってくる．　計画上のこの様な不利が解消

　できない場合は、伸縮継手を設けて構造体を分離する．　また、構造体が長
　大で温度応力、　乾燥収縮、　不等沈下などの問題が生じやすい場合にも、　構

　造体を分割し伸縮継手を設けるなど、構造的影響範囲を明確にしておく．

③線路を跨ぐ人工地盤部分の階高は8m程度は必要となり、通常の高さの
　階と比較してその層の剛性が小さくなりがちである．人工地盤部分は耐震

　的には特に重要な部分であり、十分な剛性と強度及び変形能力を確保しな
　ければならない。

④人工地盤の構造体が通常の列車の走行、運転及び設備に対して将来にわ

　たり支障となるこζがないか、関係する部門との十分な打ち合せが必要で
　ある。

　◆上部構造物等
①人工地盤部分の構造上の特殊性に適合させ、一一一体化を図り、かっ応力の

　伝達が円滑になるような構造とする。

②上部構造等の将来の変更や増築などは、人工地盤の構造に大きな影響を
　与えることになるので、将来の構想を限定して計画する．
③　　建物、　及び施設は、　極力軽量化を図る。
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人工地盤等の構造設計フロー

　　　　構造諸元の仮定

　　変形および応力度の算定

　　　　　応力度の算定

　　　　人工地盤の地震力
　　　階　　　　　よる応力は1．25
　　　　　　倍する

　　　　τ「

次　　　層間変形角の推疋
設

計

　　　　　　　　OK

　　　剛性率・偏心率の算定

　　　　　　　　〕

NO
　　　構造諸元の修正

NO

YES
剛性率＼
　　の制限

NO 構造諸元の修正
　をするか

偏心率

’　OK NG

ルーM ／
N⊂）

ルートB

　　　　　一

H＜31m　　　　、－　〆
　　　　、－『
　　　乙
　　　YES

r一一一一r一

次

設

計

造規定によ

　検討

　　　YES

　　r
　E　N　D

　　　　　H〈、謡

　　　　　　　Y∈6

ルートC

o

高さによる

　区分

健全度の確認

く31m
一

31m〈H〈45m
　　　　　一

45m〈II〈60m
　　　　　＝

一30一



荷重について

　◆荷重種類

　　　固定荷重、積載荷重、積雪荷重、風、地震、温度、コンクリート乾燥収縮、

　　　施工時荷重、　土圧・水圧・その他の荷重

　◆荷重強度は基本的には建築基準法施工令によっている

　◆地震力について

　　人工地盤等の構造物に作用する地震荷重は、地震動の大きさ、地盤の振
動特性、構造物の振動特性により変化する．人口地盤は、　階高が高いことや

耐震要素の配置に制限があるため、一般に上部構造と人工地盤の部分で剛性

が滑らかに変化しない傾向があるが、振動解析の結果、ほぼ建築基準法施行

令に定める地震荷重分布に合う振動性状を示すことが確認できた。　そのため

本指針では施行令と同じ形で、　地震力を与えている．線路を覆う構造物とし

ての人工地盤は、　その重要性を考慮して上部建築物より、大きな安全率を確

保するため、一次設計では、人工地盤の地震力による応力を1．　25倍して
断面検討をすることにした。　また、二次設計では人工地盤の必要保有水平耐

力の算定に用いる設計用層せん断力を1．　25倍して安全性を確認すること
にしている。

材料及び許容応力度

　材料の常数にっいては建築物の常用値を用いる．　また許容応力度は建築基

準法の値を用いている．その一部を次に示す．
…5　　　　　　　　　　　　リロ
；て　　　　　　　　　　用 窺　　　甥

、　　　　　　　ヨ材の窺別

翠醸及ぴ　聾区が
員期許容応力農　　＼

SS41
STK41
STKR41
SSC41
sM41
SMA41

STK50
STKR50
SM50
SM50Y
SMA50

SM53

基　塗　…童　度　F t≦40τ〉40
2400
2200

3300
3000

3600
3400

畏期の1．5倍

圧　　　　　　　　縮
【≦40
こ〉40

1600
1467

2200
2000

2400
2267

引　　　装　　　り t≦40し＞40
1600
1467

2200
2000

2400
2267

白　　　　　　　　げ
こ≦40
し〉40

1600
1467

2200　－
2000

2400

226了

ぜ　　　　～　　　　翫
ヒ≦40
【〉40

0924
0847

1270
1154

13S6
1309

仕上i一殺の支圧 t≦40【〉40
2181
2000

3000
2727

3273
3091

ナペつ支承・ローラー
……：承都　の　支圧

t≦40
て〉40

4560
41SO

6270
5700

6840
6460

リペツト・曽｛ルト継手

飯　　の　　支　　圧
に≦40

t〉40

3000
2750

毛125
3750

4500
4250

圧　　諸　　座　　屈 i召和55乞建設省告示第1799号第1の3号ロの表による。

白　　げ　　堅　　屈 昭和55三匙設省き示第正799号第1の3号ハの表による。

ウニブ7インツト先端
記の圧諮および面外に
由げを受ける辰の曲げ

t≦40
し〉40

し8461253812769
1692　　　2307　1　2615
　　　　　　　　　1

曲げを受けるピンの曲
げ

t≦40
【〉40

2131－一1　3000　1　3273
2…　1272713・9・
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　一次設計

　応力及び変形は各種荷重に対して、弾性剛性に立脚した計算により求め、

構造耐力上主要な部分の断面に生ずる長期及び短期の応力を、下表に示す組
合せにより求める．

　　　　　　　　　　　　　　　　応力の粗み合わせ

応力の種類 荷重の状創一般地壕
　　　一

多　雪　地　壌

昊　　期 常　時IG÷P÷T÷Q G÷P÷一S÷T÷Q

短　　期

暴風副G÷P÷W
　　　l

G一←P＋W
G÷P＋S？W

麹翼時IG÷P÷K G一←P・』S←K

積穿時IG＋P＋S G÷P＋S
r＝　　照轄G：固定荷重（死荷重）　　　　　　　　P：積載荷重（活荷重）

w：風圧力　　　　　　　s叡雪荷重
K：地貫力　　　　　　　　　　　　　　丁：温度変化の彰響

Q：コンクリートの乾燥収縮、クリープの影響

二次設計

次の各設計ルートにより構造物の安全性を検討する

ア1　ノレートA”　・”

イ）’レートB・…一

ウ）ルートC一一・

高さが31m以下で、別性率、偏心率の親定を満足する構造物について紹

和55草建設省き示第1791号に基づいて強度と瓠性そ十分育することを

轄認’ナる。

高さが31m以下で、ア）の規定を講足しない場合、または高さが31mを

越え45m以下の講造初については、7－2による保有水平而力の検討

を行なう。

高さが45mを越え60m以下の拷造物については、7－21こよる廉有水

平討力を検討アるほか、建全性の硅認を行なう。

（11人工遡と上飛築物が一体となっている瀬物は、その高さ及び雛率、偏峰の羅

　によワ次の設計ルートにより安全性の検討、彊認を行う．

1 －』
4へ 設 雪4．

口o

NO

顧縫規程による検討

注鞍心率の剖隈

YES

　　　YES

H≦31m
NO

折面修正†るか

　　　　NO

YES
酎O

保有水平耐力の検討

YES

NO
H≦45m 健全注の確諺

YES
END END END

ルートA ルートB ルートC
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基礎の設計

◆基礎は構造物を安全に支持するとともに、有害な沈下・傾斜を生じない

　ように設計する．

◆基礎には原則として、十分な剛性と耐力を有する地中梁を設ける．

◆地盤沈下や、地震時に地盤変位、液状化などが予想される場合は別途必

　要な検討をする。

各部設計

◆各部材の断面算定手順は、　一次設計で断面算定を行うときのも二次設計

　の設計ルートに従い、各種構造規定、保有耐力等を満足するかどうか

　を検討しながら進める。
◆以下、　柱、　梁、　柱と梁の継手部、　柱脚部、　等について規定しているが内

　容的には建築基準法、建築学会基準類、建築センター指針類に従ってい
　る。
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5）人工地盤設計指針（案）の目次内容

　本指針（案）の概要のみピックァップして以上説明したが、以下に目次項

目を示す．指針に盛り込まれている内容にっいてが概観できると思われる。

　本指針は総論の部分で述べられているように、道路や鉄道と関連を持たせ
ない軌道上の人工地盤及びその上の建築物を対象としている。　内容的には特

に軌道上を意識しなてもよい物が多く、人工地盤一般に共通と思われる。今

後、人工地盤に関する基準類を整備する時の基案となりヴるであろう。道路

や鉄道を組み込んだ人工地盤にっいては、単に土木や鉄道の既存基準の準用

では解決できない問題もあり、今後、このあたりの整理が望まれる。

本指針は大きく分けて次の3項目よりなる。
　　　　　　総説
　　　　　　計画編
　　　　　　構造編
計画編は全5章よりなり

第 1章

第2章
　　趣旨、

第3章
　　趣旨、

基本方針

都市計画的事項
位置、開発手法、

動対策、

第4章

架設計画、交通流動計画、法規との関連

設計計画
立地条件、　アプローチ計画、

　設備計画、法規制

防災計画

上部計画、　下部計画、　騒音振

趣旨、都市火災、人工地盤上にお’ける防災計画、防災関・連法規制

第5章 経済計画

趣旨、経済性から見た留意事項、公的資金の導入計画

構造編は全9章からなり

第1章　　総則
　　適用範囲、関連規程類、 用語の説明

第2章　　基本方針
　　設計の方針、耐震設計の方針、 せっけいの手順

第3章　　構造計画
　　構造計画の留意点、
　　構造

構造種別、構造形式、耐震要素の配置、基礎
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第4章　　荷重及び外力
　　荷重及び外力の種類、　固定荷重、　積載荷重、積雪荷重、　風圧力、

　　地震力・温度変化の影響及び乾燥収縮の影響、建設時の荷重、土
　　圧・水圧及びその他の荷重

第5章 材料及び許容応力度

材料の品質、材料の常数、　許容応力度、　材料強度及び破断強度

第6章　　一時設計
　　基本事項、長期荷重時の設計、
　　剛性率、偏心率

地震時の設計、地震時の変形制限

第7章　　二次設計
　　基本事項、保有水平耐力の検討、
　　保有水平耐力の計算

保有水平耐力の計算の基本仮定

第8章　　基礎の設計
　　基本事項、基礎の選定、
　　造細目、構造細目

直接基礎の設計、杭基礎の設計、一般構

第9章　　各部設計
　　基本事項、柱、梁、．柱・梁の継手部及び柱脚部、

　　一ス、床版、非構造部材
耐震壁及びブレ
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6章　人工地盤と鋼構造物

6、・1　人工地盤の鋼構造物の優位性

　駅前に建造されるペデストリァンデッキはそのほとんどが鋼構造物である・

これは鋼構造の持っ特性が最も顕著に活かされた例であると云える。っまり

急速施工が可能であり、ス・レンダーな外観が通行者に解放感を与える。　さら

に駅前の発展に合わせ自由な改造が可能である．

　このように鋼構造物はコンクリート構造物に比べ多くの優れた特性を持っ

ており、これを上手に活かすような計画が成されればその優位性をおおいに

発揮できる。

鋼構造物の優位性は入工地盤構造物に限ったことではない．　しかし人工地盤

構造物が都市内密集地や既設公共物の上空の利用、不整形地、軟弱地盤地等、

一一般構造物に比べ悪い施工条件下で構築される事を考えるとおおいにその優

位性を発揮できる．

1）．経済性一一一通常のコンクリート適用範囲では経済的な優位性を見い

　　だすことが現状では難しい．従って前述のような特異性の中での経

　　済性の追求が着目点となる。

☆合成構造による経済性の追求

☆標準化による大量生産化の追求

☆　解析、設計手法の研究による合理的な設計、構造の採用

☆
． 防錆・防食法の研究・無塗装，化の推進

2）．大径間を要求される構造物

☆海上、河川上の利用一一一一一一一公園橋、桟橋、ウオターフロント計画等

☆軌上空間一一一一一一一一一一一一一一橋上駅、ターミナルピル、軌上空間都

　　　　　　　　　　　　　　　　市

☆一般道路、高速道路上の利用・一有効土地利用計画策定

☆景観上の配慮…一一一一一一一一一視野の確保、低層空間の有効利

　　　　　　　　　　　　　　　　用

3）．限られた空間の利用

☆構造物下、構造物上の制限、規制によって構造高が抑えられる場

　合
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4）．景観的な面が重視される構造物

☆塗装、化粧による被覆が可能（汚染に対する再塗装が可能）

☆スレンダーな外観

☆都市景観美の追求

5）．軽量であることが要求される構造物

☆沼地等の軟弱地盤地の再開発に有利
☆軽量であることは耐震上有利であり死荷重がほとんどの人工地

　　盤では有利

☆段階施工が可能である

6）．施工性

☆施工工期が短く、工事により都市機能に与ネる障害が少ない・

　　また施工管理が容易であり、施工時の気候や温度等に左右さ

　　れない。

7）．信頼性

☆構造物の製作、架設精度が高く施工管理も容易であることより

　　構造物全体の信頼性が高く、また鋼材の持つ延性によって予

　　想外の外力によっての急激な構造性能の低下や破壊が防げる・

　　　　　　　　　　　　　置

8）．リサイクルが可能である

☆ 拡張、拡幅等の改造が可能である。　また、撤去がコンクリート

構造物に比べ容易である。従って周囲の環境変化による構造

物機能の変化に対応が容易である。
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6．2．　鋼構造物を適用する際の留意事項

　人工地盤に鋼構造物を用いる場合、計画に際して第1に考えるべき事は経

済性への配慮である．一般に鋼構造物はコンクリート構造物に比べ割高の感

が強く、価格の低減にっいて構造物の標準化や積極的な新工法の導入を行う

事が必要である．第2に構造形式の採用には十分な検討を行い、鋼構造物の

特性を十二分に活かす形式と、同時に鋼構造物の欠点を出来うる限りカバー

する構造詳細の採用が必要がある6以下に配慮す1べき事柄にっぎ述’べる。

　1）．経済性への配慮

　標準化・大量生産化一一一人工地盤は二方向、あるいは三方向な広がりを

持つ面より構成される巨大な構造物であり、　ミクロ的な部分に着目すれば単

純な構造の繰り返しである．従って構造物の標準化とともに規格化によるマ

スプロ的な生産方式も工事量の増大によっては可能と思われ価格の低減に期
待できる。

　合成構造の積極的な採用一一一鋼構造による人工地盤では、床面や壁面は

最終的にはコンクリートや他の素材によって表面処理がなされる。この表面

処理材は一般に死荷重が大きく、　また、それ自身がかなりの強度を持ってい

る。従って、単に死荷重の増加による鋼構造断面の増大ではなく、それらの

素材との合成作用によって鋼断面の減少を計るべきである。特に最近注目を

集めている鋼とコンクリートとの合成構造は多方面より色々なアイデアが出

されており、今後おおい期待できる．

　無塗装鋼材の採用一一一人工地盤は前述のように多層の平面構造物であり、

外面に面している部分を除き気象環境の影響を受けない。従って防錆の面よ

り見ると良好な状態にあると云え、無塗装鋼材の適用が最適である。　これに

より塗装費の削減とメンテナンス費用の軽減がはかれる．また化粧のため塗

装を施す場合においても軽塗装で十分である．但し、採用にあったては気象

以外の環境や機能の面での支障がないか十分な検討を要する。

　2）　構造形式の選定

　採用する構造形式は、その建設場所の条件や使用目的により左右されるが

次のような事が言える。

　安全性の高い形式一一一人工地盤は通常、公共の構造物であり構造物の破

損●破壊は大きな被害を招く・⑳ため1その形式は安全性の高いものが要
求され一部の破損が直ちに全体の強度に影響するような形式は好ましくない。

　景観・美観に優れる形式一一一多くの人の集まる場所であり、またその地

区の中心となる場所でもあるためその使用目的や建設地点の周辺環境に合致
した形式とする。

　施工制約条件に合致した形式一一一建設地点は一般に施工工法に多くの制

約を受けるため、これらの満足する形式の選定が必要である．例えば駅前広
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場の場合は分割施工が必要であり、また、大きな重機械の使用が難しい事よ

り小梁のラーメン形式が多用されている．

　将来の拡張・改造が可能な構造一一一人工地盤は地域の周辺環境の一部を

担っており、建設後の周辺環境の変化によりその拡張や機能の変化による構

造物の改造が必要になる。これらの要望に答えられる形式でなくてはならな
い。

　メンテナンスの不要な形式一一一構造物自体が大きく、　また、生活環境を

維持する上で必要な設備が組み込まれるため構造物に対する保全体制は期待
できない。

　3）．騒音・振動対策

　防音対策一一一人や通行車両の．交通騒音問題は鋼構造物に限った物ではな

いが、下記にも示すような共振し易さもあり、音の反響、増幅効果に対する

吸音構造の検討も必要である．

　振動対策一一一鋼構造物はコンクリート構造物に比べ剛性が小さいため構

造物自体が振動しやすく、また、構造物としての減衰率も小さいため発生し

た振動がなかなか減衰しない傾向にある．人工地盤においても人や車、鉄道

等による振動が発生するため場合によっては防振対策が必要となる．　また、

車両の衝撃音や床組の振動などによる空気音圧振動に起因する低周波空気振

動に対する制振対策も配慮を要する。

　4〉耐久性

　人工地盤は構造物そのものとしての特殊性、即ち都市のインフラストラク

チヤーとして、通常の建築物より長い耐久年限、例えば100－150年が
要求される．従って設計はもちろん製作にあったても充分な構造性能、特に

耐震性能に関しては十分な検討を要する．又、特に鋼構造を用いる場合、構

造物の耐火性、防火対策は重要である。
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7章　　あとがき

　今回のr人工地盤上と言うテーマをまとめるにあたり、資料集めの入

り口にやっと達することが出来た、と云うのが実感である。

　東京都心部に始った地価高騰は、大都市周辺部をも巻きこんで更に拡
大傾向にある。　市街地に於ける土地空聞の有効利用の為にr人工地盤』

を考えるのは当然の帰結とばかりにテーマの選定をしてみたが、その結

果が冒頭の感慨になってしまった。

　このテーマは、その様な現在の都毒機能の集中化に封応するための土

地空間の創出構想に際して、今、動き始めようとしている課題であると
考えられる。　しかし、頭の中にはr人工地盤」の概念的な定義が作ら
れても、るにも関わらず、具体的に提示できる事象となると極めて曖昧な　　●

表現と成らざるを得ない現実が具現化してしまう。
　今回の作業ではr人工地盤まと云う概念、仕様、実態などについて様
様な角度から、凡ゆる手段を講じて検索したにも関わらず、想っていた

程の成果が得・られないジレンマに陥った原因の一つに「人工地盤』と云

う字面から想像される、各自の構想の中の模索的段階に存在する空間創

出と云う、各自の無意識下にある総意に基づいた幻影が原因だったのか
も知為ない。

　しかしながら、誰しもぷ追い求めるであろう理想的な空間租用構想の
中で、夢から．醒めれば未だ荒れ野原に過ぎなかった現代都市の空間利用

の実態は、　r人エ地聲まと云う総称に代表さ乳る空聞創出の為の手段や

方法に、計り知ることの出来ない程、多くの可能性を持った未来がある

ことを教えてく繰・　　　　　　　　　　　●
　それは又、鋼構造物の役割がr人工地聲」に於ける骨格として成り立

って行く為の条件の一つを示してくれたことにもなるのではないだろう
か。

　時代の流れは均一に非らずして、鋼構造物が単独で席捲出来た時代は
過ぎ去りつつある．　とは云いながら、構造体の基本部材としての地位、

それが優位である点は変わる事の無い現実でもある。

　次の時代を見据えた中から、その潮流に如何にして漕ぎ出して行くの
かは、、我々に委ねられた時代の要請と考えても差し支えないであろう。

　r人工地盤』と云う擬念だけが先行している感のある昨今だが、狭小

なる我が国土に於いて、空聞の有効な利用形態を考察するに際し、この
分科会報告書が、その方向性を検討する場合の資料の一つとして留め置
いて戴ければ幸いである．
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人口地盤文献題録
題 巻 号 ベージ

宙　f計團池墨　醜地 墜ヨ 田 19ε6 3¢ 8 71－　　72

毒　　　　　巻　　　駅の　　画 工鐡 匿 憩83 3尊 57一　　？4

5　　自　車　　場施　鷺画にっいて 工 辺　　賢 三935 36 呈 孟55一　三7三

王　ターミナルビル　面 JREA 、ll　　　　　　　工事 1985 28 7 ユ6174顧6177

1984 22 2 54r　　58訓都心　想の一　になう　　、　画大　　　口　1

絋　にお浮る雰’ 暮　　　ム　論文 蟹　　i　　ノ土 三7

Vo　me　r　o　ナポリ　に　　された六　　ブラットホーム ostr　Met BREDA　B 二987 39 1 137一　工43

道　斑　　　『トラポリス　の　塵　1 ラム 日　大　　工 田88 ユ07 17－　　22

人目地盤上鶴　つ　　　　の施工 累建 宏 緯87 三〇 三マO一　芝7ε

地　　市の尋 島　　雄　　　田大 塞897 41 7 4費　　互o

の　　　己　憲v　　ム　　ーの　　　己　3 ラム 塵 S87 105 49・　　54

フリーウエイを　断して iv　En　　ASCE ROBISON　R 農987 57 3 60－　　61

の　　握　　　　霊》　　　A　　宅の　　　　、藝　　2 ラム 雛　　一 紛87 三〇4 50興　　55

、イグレード・タウンにも　　　アメニー　を 3。題　蜘 大　工 隻387 39 玉 50－　　65

一ラ・モードによる　町屋　　｛住　のZ 開 ミサワホーム 紛86 25 1 86－　　go

脇講　　　　　　　　　主　の・住宅　再薩 灘 暮　窪パネル工業　翼，ム 矯86 25 三 磁一　　86

システムの提 禰壱 本　　磁 三＄86 25 玉 32－　　35

一の土地”で　　する　点垂直 都r 真986 25 1 28｝　　31

の　甘己　II　ム住　の　世紀　　1 ラム 圃 1987 103 69P　　72

唾　ll遊　黛の　　　地 婁建 乏　　宅　　　公 三386 3登 5 23－　　2馨

β　地区　　　での公　　　　の　え 日　道　ム 原口 1935 16 1 951隅　952

の　　について 公 田 1985 三2 24 25暉　　31

の人臼土　につ恥て セミナー 崎 緯85 三ε 6 45F　　57

口　　の　想 ラム 65闇　　71

速道　インターチエンジ　の　　　の Public　Works jolliffe　M 1985 16 1 46騨　　48

專　　±　の ラム 「 菰984 93 5一　　：1

鍔　　捧ラ潔》ス　の　　2 ラム 9　　　　工 芝983 三〇7 三7顧　　22

口　盤 ム
π 藤 1986 5 5 ユ5卿　　18

工　　　　蜘 ani　uchi　熱 玉887 22 149q　159念ム　震　　　　　　に　する　蜘

紛84 8§ 35顧　　38自　　　　の地　力

口　地　　のよる遊　　の　　　　　　　　造 4 翼984 m7 三〇3

FC　スラブエ　による　口 レス　レス　コンク1一 鹿 1987 29 55・　　61

口　　　　の 985 983 420卿　422

S籍C工　と恥　　　への塞 透　　コ 紺85 7 鍛聯　　27

口　地 4　蜘 箕983 982 315－　320

口 4 玉983 981 304曝　306



題
巻 号 ページ

卜対称　面のはりで構成する立　　　　の　壊挙　の Co　n　s　t　r　Meし E　VILL　　DE　GOYET　V 1987 24 4 41－　　56
un川！d。曹n　法を　いた立　　造　の　　・パラメータ　　　　1 大学，、己

・田　　　　大 1986 26 且 113－　123
kun．u！d。騨n　法を　いた立　　造　の　的パラメータ　　　　H 海大愚、己 ・田

ユ986 26 1 99－　111
リ返し書　のない効　的な立　　　　の　県ノ 学ム　～　　9一会 ASEGA貼A　MSH：NO　F 1986 41 1 111－　112
造　におけ醜　ヒンジ　　による二凝応力 au　lanun　Bauしech ILLER　H　HEDELER　D 1985 39 9 404－　407

はじ　のラチストラスを　いた立　　　　の inai　Re　　　12しh　Con　er　lnし　A880c　Br三d UZUKI　T　TAKEUCHI　T 1984 984 677－　684
カオで　　される立　　造　の大　ノ ヨ　　リ用シンポジュウム 藤　　生 1985 7 169－　174
一　向　　地動を皿ける立　　　　の　　　　　　　I　I　I 、　学　1 1984 27 125－　139
1二　向水　地動を皿‘る立　　造　の　　　　　　　II 、　学　5　究 1983 26 183－　198
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